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研究成果の概要（和文）：各地に劇場が林立し、劇場大国と呼ばれるドイツだが、地方分権が行

き届いているため、各地の劇場のあり方も様々である。本研究では、それぞれに性格の異なる

劇場をサンプル的に抽出し、その地の歴史性・特殊性／日々の公演の実際・運営上の工夫／財

務構造とその問題点、という三つの視点から分析することにより各劇場の特性を総合的に捉え、

「劇場大国」と一口にくくられるドイツの劇場が抱える問題の共通性と個別性を明らかにした。 
 
研究成果の概要（英文）：Germany has a large number of theaters and is often called “a 
country of theaters”. Because of the decentralization of power from the central government 
to the local governments, the ways in which theaters are run differ in each state, city, and 
community. This study provides a taxonomy of theaters in Germany, selects a typical 
example from each category and analyzes each in terms of its history, location, the quality 
of its daily performances, the creativity of its program, its financial structure, its efficiency, 
and so on. A comprehensive understanding through these viewpoints makes it possible to 
evaluate theaters in Germany in their diversity and provide a framework through which to 
deal with their individual problems. 
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１．研究開始当初の背景 
劇場の特性は単に公演内容の質をみるだ

けではなく、公共性という観点から見た補助

金の効率性や、劇場がその地にあることによ

って得られる地域コミュニティへの影響ま

でも加味して判断されるべきである。ところ

がこうしたファクターは、多くの場合それぞ

れが独立した問題として個別に取り上げら

れるに過ぎない。 
 
 
２．研究の目的 
そこで本研究では歴史・美学・財務の、異

なる分野にまたがる研究者が調査チームを

作り、具体例に沿ってそれぞれが調査を行っ

た。また可能な場合には劇場支配人など関係

者に具体的な運営方法などについて聞き取

り調査を行った。その後、それぞれの結果を

持ち寄って、当該劇場の特性について総合的

な見地から判断を下す。こうした事例を重ね

ることで、ドイツの劇場のあり方を総合的に

把握していこうというのが最終的な目的で

ある。 
 
 
３．研究の方法 
まずは劇場を立地（国境付近であるか、国

の内側にあるか、旧東圏／旧西圏にあったか、

など）・規模（席数、雇用人数など）・影響力

（地域密着型か国際的な劇場を志向してい

るか、など）の点から分類し、さらに運用形

態の個別性（複数都市を巡業する形になって

いたり、近年大きな運用形態の変更があった

など）も加味した上で、調査対象の劇場を絞

込み、現地調査を行った上で、地域性・歴史

性／公演計画・公演概要とその水準／財務の

特性という三つの観点から、タイプ別に分析

を行った。 
 具体的に訪問し聞き取り調査を行ったの

は次の団体・劇場である（括弧内は所在地と

選定理由）。ドイツ舞台協会（ケルン。ドイ

ツ国内の劇場に関する様々な統計値を継続

的に収集している。ドイツの劇場を語るとき

に基礎とされることの多いこの統計の、数値

の集め方やその問題点などを聞く）。ザール

ラント州立劇場（ザールブリュッケン。国境

付近に位置し、近隣国のフランスやルクセン

ブルクとの交流もさかん。また州内にある唯

一の劇場でもある）。フライブルク劇場（フ

ライブルク。大学とエコの町で知られるこの

劇場は支配人のプログラミングに特色があ

ることで知られる）。リューベック劇場（リ

ューベック。支配人が財務畑出身者という異

色の経歴を持ち、劇場の運営においても古都

としてしられる同市の観光資源を有効活用

することで近年成功している）。リューネブ

ルク劇場（リューネブルク。大劇場でも 500

席ほどしかない典型的な小規模劇場。戦後の

アメリカ占領軍の娯楽施設として作られた

ものを転用した比較的新しい劇場）。デッサ

ウ・アンハルト劇場（デッサウ。旧東ドイツ

に位置している。古くからの伝統を持つが、

旧東圏の多くの劇場がそうであるように、州

や市の財政難に悩む）。ヴィースバーデン劇

場（ヴィースバーデン。近隣にマインツやフ

ランクフルトなどの劇場が林立する一帯に

位置している。そのなかでどのような独自性

を打ち出しているか）。ライン・ドイツ・オ

ペラ（デュッセルドルフ／デュイスブルク。

今回の調査では唯一の大規模劇場であり、複

数都市にまたがって公演を定期的に行って

いるという特色を持つ）。ハーゲン劇場（ハ

ーゲン。座席占有率が８０％以上という市民

から支持されている小規模劇場ながら、公的

支援に関して恒常的な問題を抱えている）。 

 

 

４．研究成果 

事例研究を重ねることで、ドイツの劇場の

運営の実際をふまえたうえで、現在置かれて

いる問題点が見えてきた。それは要約すれば

以下のようになる。 

管弦楽団や合唱団を含め数百人の雇用を

生み出す劇場は、地方都市においては大企業

であること、その支出の大半は人件費が占め

ていること（人への投資が行われている）、



公が多額の予算を支出して劇場文化を支え

ている事実はドイツ全土に見られるが、その

方法や負担の程度は州や市、自治体ごとに異

なっていること、したがって所在している地

域の特性や歴史的な経緯が劇場運営に大き

な影響を与えていること、劇場間の優劣を測

る単一の尺度は設定できず、各劇場の特性は

多様性のもとに理解されていること。 

また各劇場は東西統一以降グローバリゼ

ーションの波にさらされたこともあり、一貫

して厳しい局面におかれていること、旧東圏

の状況は西に比べて概して厳しそうである

こと、それにもかかわらず多くの劇場がさま

ざまな工夫をしながら生き残っていること、

そのために地域、とりわけ若年層への働きか

けを積極的に行っていること、などである。   

昨今のユーロ危機の影響は、ドイツ国内の

好景気もあってほとんどみられないが、好景

気による協定賃金の上昇が人件費総額の上

昇を生み、これが経営を圧迫する。職能組合

の発達しているドイツでは安易な人件費削

減ができず、場合によっては議会も含めた問

題に発展することがある。 

現在のような体制が今後も維持できるか

どうかに関しては、明るい見通しを持ってい

ない関係者が多かったが、劇場文化がすぐに

大きく毀損するような状況にあるわけでも

ない。様々な危機に直面しているとは言え、

劇場文化の正統性については地方議会など

も含め概ね各地で共通認識があり、それがド

イツにおける劇場の多様性と裾野の広さを

担保している。 
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